
的
と
す
る
活
動
を
し
て
い
る
。

そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
８

つ
の
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。

１

高
齢
者
が
知
恵
と
経
験
を
活
か

す
こ
と
。

２

あ
く
ま
で
も
「
ふ
つ
う
」
を
実

現
す
る
こ
と
。

３

地
域
の
人
た
ち
が
オ
ー
ナ
ー
に

な
る
こ
と
。

４

地
域
の
文
化
や
伝
統
の
魅
力
を

発
見
す
る
こ
と
。

５

様
々
な
経
歴
・
能
力
を
持
っ
た

人
た
ち
が
、
力
を
発
揮
で
き
る

こ
と
。

６

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
つ
な
が
り
な

が
ら
学
び
合
う
こ
と
。

７

ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ
と
。

８

完
全
を
求
め
な
い
こ
と
。

居
場
所
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
８
つ
の

理
念
に
も
と
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。感

謝
祭
で
は
、
陸
前
高
田
市
の
小

澤
惣
一
氏
、
米
国

ibasyo

代
表
清
田

英
巳
氏
、
社
会
福
祉
法
人
典
人
会
理

事
長
内
出
幸
美
氏
、ibasyo

Japan

代

表
田
中
康
裕
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

鈴
木
軍
平
理
事
長
は
、
居
場
所
ハ

ウ
ス
の
来
館
者
数
は
開
館
か
ら

月
6

初
め
ま
で
、
６
万
３
千
９
百
人
に
上

っ
た
。

今
日
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

月

日
（
水
）
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

10

25
講
師

福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー

職
員

月

日
（
水
）
認
知
症
に
つ
い
て

11

22
講
師

地
域
包
括
ケ
ア
推
進

室
職
員

★
末
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
等
が
あ
り
楽

し
く
学
べ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

★
令
和
５
年
度
末
崎
体
育
協
会

総
会
開
催

令
和

年

月

日
（
土
）
ふ
る
さ

5

5

13

と
セ
ン
タ
ー
和
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。令

和

年
度
事
業
報
告
並
び
に

4

収
支
決
算
書
。
令
和

年
度
事
業

5

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書

（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
は
、
役
員
の
改
選

期
に
あ
た
り
、
前
会
長
の
村
上
義

孝
氏
が
退
任
さ
れ
新
た
に
金
野
博

史

氏

が

会

長

に

就

任

致

し

ま

し

た
。

★
事
業
計
画

４
月

監
査
会
・
役
員
会

５
月

定
期
総
会

６
月

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

７
月

町
内
地
域
対
抗
野
球
大
会

打
ち
合
わ
せ
会

８
月

町
内
地
域
対
抗
野
球
大
会

９
月

各
地
域
体
育
部
長
会
議

月

町
民
運
動
会

10

町
民
運
動
会
役
員
常
任
委
員
会

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

月

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

1

（
地
区
公
民
館
主
催
大
会
協
力
）

月

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

2

（
地
区
公
民
館
主
催
大
会
協
力
）

月

第
２
回
役
員
会

3★
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
次
第
で

中
止
・
延
期
も
あ
り
ま
す
。

居
場
所
ハ
ウ
ス

周
年

10

居
場
所
ハ
ウ
ス
（
理
事
長
、
鈴

木
軍
平
）
は
、

月

日
、
居
場

6

11

所
ハ
ウ
ス
の
広
場
で
創
立

周
年

10

記
念
感
謝
祭
を
挙
行
し
た
。
感
謝

祭
に
は
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
駆

け
つ
け

周
年
を
祝
っ
た
。

10

居
場
所
ハ
ウ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ

で
高
齢
者
の
権
利
と
地
位
の
向
上

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
清
田

英
巳ibasyo
代
表
の
働
き
か
け
で
、

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ネ
ウ
エ
ル
財
団
か

ら
資
金
援
助
を
得
て
、
平
成

年
25

月
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

6居
場
所
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
多

世
代
交
流
館

居
場
所
ハ
ウ
ス
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

清
田ibasyo

代
表
は
、
「
高
齢
者

が
役
に
立
た
な
い
存
在
と
み
な
さ

れ
、
介
護
を
受
け
る
だ
け
の
存
在

に
な
る
の
で
は
な
く
、
何
歳
に
な

っ
て
も
、
自
分
で
で
き
る
役
割
を

担
い
な
が
ら
、
地
域
に
住
み
続
け
、

世
代
を
越
え
た
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
可
能
な
社
会
の
実
現
と
、

そ
の
た
め
に
「
歳
を
と
る
こ
と
」

の
概
念
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
目

 

8 虎舞について
(５) 平組はしご虎舞は、どこまで伝播しているのか。
平組はしご虎舞は、250年以上の歴史があると考えられま

すが、この間に周辺市町村はもとより、宮城県まで伝播し
ていることがわかりました。虎舞は、平組はしご虎舞の系
統と、閉伊頼基の士気の鼓舞のための虎舞、国姓爺合戦を
題材とする虎舞の三系統に分類することができますことは
すでに述べました。
平組はしご虎舞の系統は、さらに梯子に登るものと、地

踊り(地舞い)だけのものに区分されます。
梯子に登るものとしては、明治 22 年(1889) 宮城県唐桑

町、松圃(まつばたけ)梯子虎舞に伝授。松圃梯子虎舞から
は宮城県気仙沼市、浪板梯子虎舞に伝授されています。但
し、この二つの梯子虎舞には、小梯子と横梯子はありませ
ん。
明治 35 年(1892)には、陸前高田市横田町の本宿梯子虎舞

に伝授され、本宿梯子虎舞から、新田虎舞(陸前高田市竹駒
町)と堂の沢虎舞(陸前高田市竹駒町)に伝授。さらに堂の沢
虎舞から、槻沢虎舞(陸前高田市横田町)に伝授されていま
す。
昭和 3 年(1928)には、宮城県桃生郡河南町須江地区(現在

は石巻市須江)に伝わっています。(現在は梯子に登らなく
なっている。)
昭和 25 年(1950)には、大船渡市日頃市町川内、川内梯子

虎舞に伝授。川内地域では、昭和 25 年に岩手開発鐡道が盛
(さかり)から日頃市町石橋まで開通した際の祝賀に上演す
るため、平組はしご虎舞
を伝授され、現在に伝わ
っています。川内梯子虎
舞は最近伝わったことも
あり、囃し方も舞い振り
も、そして梯子の組方も
ほぼ正確に伝わっていま
す。
但し、虎の容貌は、「本

家」のかたちをそのまま
写すのは畏れ多いと、意
識的に動物の虎の容貌に
しています。(釜石地方
の虎舞の容貌と似ていま
す。) (紀)

獅子舞・権現様・虎舞について1３

日頃市町 川内梯子虎舞

写真提供 川内地域公民館

町
内
外

の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協

力

が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
今

後

は

「
連
携
・
協
調
・
み
ん
な
が
主
役
」

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ

、
皆
様
に

親

し
ま
れ
、
気

楽
に
立
ち
寄
れ
る

「
居
場
所

ハ
ウ
ス
」
を

目
指
し
て

頑

張
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支

援

を

お

願

い

し

た

い

と

挨

拶

し

た
。続

い

て

、

渕

上

清

大

船

渡

市

長

は

祝
意
を
述
べ

る
と
共
に
震
災
後

の
大
変
な

時
期
に
居
場

所
ハ
ウ
ス

の

果
た
し
た
役

割
は
誠
に
大
き
い

と
そ
の
功
績
を
称
え
た
。

清

田

英

巳

米

国

ibasyo

代

表

は
、
居
場

所
ハ
ウ
ス
は

東
日
本
大

震

災
直
後
の
設

立
で
あ
り
、
果
た

し
て

年

持
つ
の
だ
ろ

う
か
と
思

3

っ

て
い
た
が
関
係

者
の
ご
努
力
で

立
派
に
地

域
に
根
付
い

て
い
る
。

大
変
う
れ
し
い
と
話
さ
れ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
民
謡
歌

手
の
佐
々
木
深
里
（
末
崎
町
中
井
出

身
）
さ
ん
が
持
ち
前
の
素
晴
ら
し
い

高
音
と
節
回
し
で
民
謡
を
歌
い
来
場

者
を
魅
了
し
た
。
つ
づ
い
て
倖
崎
流

さ
す
け
会
会
主
勇
款
（
さ
す
け
）
さ

ん
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
踊
り
、
餅
つ
き
、

餅
ま
き
な
ど

で

周
年
を
い
わ
っ

10

た
。

★
「
末
崎
の
昔
を
語
る
会
」
か
ら
の

お
知
ら
せ

末
崎
の
昔
を
語
る
会
で
は
、
次
の

よ
う
な
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
末
崎

町
民
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

月

日(

土)

午
前

時

6

24

10

分
頃
か
ら

時

40

12

会
場

末
崎
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

階

和
室

1

題
名

「
末
崎
の
昔
さ
が
し
」

発
行
記
念
講
演
会

講

師

末
崎
の
昔
を
語
る
会

大
和
田
東
江

会
長

演
題

西
舘
三
差
路
の
六
地
蔵
の

て
ん
ま
つ

講
師

末
崎
の
昔
を
語
る
会

新
沼
紀
三

副
会
長

演
題

「
末
崎
の
昔
さ
が
し
」
の
本

の
み
ど
こ
ろ

そ
の
他

〇

全
戸
に
配
付
し
て
い
る
「
末
崎

の
昔
さ
が
し
」
の
本
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

〇

参
加
料
は
無
料
で
す
。

〇

「
末
崎
の
昔
を
語
る
会
」
総
会
終

了
後
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

★
末
崎
地
区
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

「
長
寿
大
学
」
開
催

大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館
（
飯

田
秀
館
長
）
は
本
年
度
も
「
生
き

が
い
セ
ミ
ナ
ー
」
を
市
内

地
区

11

で
各
地
区
公
民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
協
力
を
受
け
開
講
す
る
。

こ
の
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー
は
、

高
齢
者
の
方
々
に
様
々
な
学
習
の

機
会
を
提
供
し
、
習
得
し
た
知
識

や
技
能
を
活
用
し
て
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
楽
し
く
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

趣
旨
で
、
毎
年
各
地
区
に
お
い
て

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
収
束
し
て
い
な
い
段

階

で

の

事

業

開

催

と

な

り

ま

す

が
、
末
崎
地
区
で
は
、
６
月

日
21

（
水
）
に
開
催
す
る
「
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
」
を
含
み
４
回
講
座
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
長
寿
大
学
今
後
の
学
習
計
画
」

月

日
（
水
）
伊
達
正
宗
と
気
仙

9

20
講
師

甘
竹
勝
郎
氏

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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